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高専卒業生が集まり創った会社

　私が代表を務めるフラー（株）（以下，フラー）は，

2011 年に工業高等専門学校（以下，高専）の卒業

生 4 名が集まり，つくば市内のアパートの一室から

スタートした会社である（図 -1）．

　高専比率 100％で始まった会社なので，紛れもな

く高専生によって生まれた会社と言ってよいだろう．

創業から 7 年が経った現在でも，従業員数約 70 名

のうち，4 割ほどが高専卒業生となっている．創業

者であり代表の私が断言して言えることは，高専の

存在なくしては，フラーという会社は間違いなくこ

こまで成長することはなかったであろうし，そもそ

も存在すらしていなかったであろうということだ．

　私が起業家という道を志したのは，長岡高専在学

中の 18 歳のときだった．モノづくりやコンピュー

タが好きで高専に入学した私は，同じ学び舎に集

まってきた数多くの才能と出会い，心底感動してい

た．それと同時に，高専での寮生活を始めとした集

団生活を通して，自分の相対的な強みはコミュニ

ケーション能力だと気付くことができた．そして，

それならば高専で出会った才能ある仲間たちと「い

つか一緒に会社を創りたい」と思ったのだ．卒業

から 10 年経った今，共同創業者の櫻井裕基を始め，

当時夢を一緒に語り合った仲間たちの多くが，今で

もフラーを支えてくれている．

高専卒の起業家は，実はたくさんいる

　表 -1に挙げるように，フラーのほかにも，高専

卒業生が中心となって創られた会社は数多く存在し

ている．

　特筆すべきは，コロプラ，さくらインターネット，

アカツキ，Gunosy といった上場企業も生まれてい

ることと，CTO という技術系企業の創業時に欠か

せない人材を多く輩出していることだ．一般的なベ

ンチャー企業の起業成功率に比べて，高専卒起業家

の成功率は，格段に高い傾向があると感じている．

　何が言いたいのかというと，私は「高専生は起業
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図 -1　フラーは創業メンバ 4名が高専卒

名前 会社名 役職名
馬場功淳 （株）コロプラ 代表取締役社長
田中邦裕 さくらインターネット（株） 代表取締役社長
福野泰介 （株）jig.jp 創業者・取締役会長
大蔵峰樹 （株）ZOZO 取締役
濱渦伸次 （株）アラタナ 代表取締役社長
香田哲朗 （株）アカツキ 取締役 COO
関　喜史 （株）Gunosy 共同創業者
菅原健一 （株）Moonshot 代表取締役
豊吉隆一郎 （株）Misoca 共同創業者

表 -1　高専出身の著名な起業家
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に向いている」と考えているのである．そう考える

理由として，主に以下の 2 つの理由がある．

 • 日本では貴重な，エンジニア（技術系）出身起

業家になれる人材である

 • その中でも高専というニッチな進路を選んでいる

　上記 2 点それぞれについて，次章以降で詳細に解

説する．

日本に必要なのは，技術者出身の起
業家

　シリコンバレーでは，ベンチャーキャピタルの投

資条件として，優れたエンジニアが創業者であるか，

創業メンバの中にいることが必須とされていること

が多い．マイクロソフト，Google，Facebook といっ

た世界を代表する企業は，どれもエンジニア出身の

起業家によって創られたものなので，これはとても

自然なことである．

　一方，日本ではエンジニア出身の起業家はまだま

だ少ないのが現状である．しかしながら，かつて日

本では，ソニーやホンダといった，技術者が起業家

として会社を創業し，大成功を収めてきた前例があ

る．では，なぜ現代ではこのような状況になってし

まっているのだろうか？　それは，日本が教育課程

で文系と理系を完全に切り離してしまったことが大

きな原因であると私は考えている．日本において起

業や経営といったワードは，どちらかというと文系

にカテゴライズされてしまっているため，理系であ

るエンジニアにとっては馴染みが浅いのである．こ

れは日本にとって，大きな課題だ．

　現代社会において，企業とテクノロジーは，切っ

ても切り離せない関係になっている．その証拠に，

最近の新規上場企業のうち，IT を始めとしたテク

ノロジー関連企業の割合は非常に高い．これからま

すますその傾向は強くなっていくだろう．こういっ

た状況の中で，技術者出身の起業家・経営者はとて

も重要な存在である．なぜならば，技術的な知識が

事業開発や経営判断に欠かせなくなってきているか

らだ．

　最近，元スカイプジャパン代表取締役で欧州の

ベンチャーキャピタルである ATOMICO のパート

ナーを務める岩田真一氏が，エンジニア出身の起業

家支援に特化した投資ファンド「MIRAISE（ミレ

イズ）」を立ち上げて話題になった．今，日本に必

要なのは，技術者出身の起業家と，それをサポート

する投資家だと強く感じている．

特に高専生は，起業に向いている

　技術系出身者の中でも，高専生は特に起業に向い

ていると私は考えている．その理由は，3 つある．

　1 つ目は，高専入学者は中学校卒業時点で技術の

道に進むという意思決定をしているからである． 

　自分が興味を抱いたものであれば，大多数の人と

違う道であっても自信を持って進むという意思決定

力は，起業家に通ずるところがある．

　2 つ目は，高専生には自分の好きなことに打ち込

むための時間があるという点だ．センター試験を受

ける必要がないため，その分の時間をロボコンやプ

ロコンを始めとした専門的な取り組みに費やすこと

ができる．

　3 つ目は，見落としがちな点であるが，寮がある

という点だ．起業に欠かせないスキルの 1 つとし

て，組織マネジメントが挙げられるが，これは集団

生活によって身につけることができると考えている．

実際私も，寮生活で得た経験は非常に活きているし，

同じ寮で過ごした仲間との結束は今でも固い．正直

な話，過去を振り返って後悔していることを 1 つだ

け挙げるとすれば，高専の寮にいる間に起業をしな

かったことである．今思えば，スキルを持った仲間

がいて，時間がたくさんあって，最適な起業環境だっ

た気がしている．

　高専は，ほとんどの都道府県に 1 校ずつ存在して

おり，各都道府県の中で中学校在学中から技術に興
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味を持った優秀な学生が集まり 1 つ屋根の下で 5 年

間学ぶ（寮生は暮らしも共にする）という貴重な場

所である．私は上記に挙げた 3 点を複合して兼ね備

える高専という環境が，起業家マインドの醸成に役

立っていると考えている．

　高専生には，好きなことに打ち込める知的好奇心

と行動力があり，技術的な知識と経験があり，そし

て同じ想いを持った仲間がいる．彼ら彼女らが自分

の好きなことに自信を持って打ち込めるよう，ぜひ

とも先生を始めとした周りの方々はサポートをして

いただけると嬉しい．次章では，そういった高専生

を支援する取り組みを紹介する．

長岡高専での起業家育成の取り組み

　フラーは，2017 年 8 月から長岡高専と包括的連

携協定を結び，起業家を輩出するためのアントレプ

レナーシップ教育を実践している（図 -2）．

　具体的には，起業という選択肢を学生が早い段階

から知れるように講演活動を行ったり，高専内に専

用スペースを設置して学生が放課後 Web サービス

やアプリ開発を自由にできるような環境を用意して

いる（図 -3）．

　単に場を整えるだけでなく，週 1 回のアプリ開発

講義や，3 日間の集中講義なども行っている．2019

年 3 月には，中学生を始めとした地域住民やメディ

アも招いた成果発表会「DEMO DAY 2019」を行い，

大盛況となった．

　こういった取り組みから私が改めて感じたことは，

やはり高専生は起業に向いているということだ．起

業初期において最も重要なプロセスである実際に

チームを組んでプロダクトを開発し，人に使っても

らうということが，学生でも十分にできている．今

後は会社の立ち上げ方や資金調達といったより起業

に結びつく講義を行っていく予定だ．

次世代の起業家がすでに生まれ始め
ている

　前述したような起業家育成の取り組みにより，長

岡では学校・地域が協力して起業家を輩出するとい

う雰囲気が醸成されてきた．起業家の輩出を市の重

要な成長戦略として位置づけ，高専をその中核に据

えている．長岡駅近隣には NaDeC BASE という

起業家支援のためのオープンスペースも設置された．

そこでは，起業に興味のある学生が集まり，市の関

係者や地元企業と交流をすることができる．先輩起

業家や投資家を招いた起業促進イベントも定期的に

行われている．こうした努力が実り，2019 年 1 月

には，待望の学生起業家第 1 号が誕生した（図 -4）．

　産業ロボットの関節部分などに使われるサイクロ

イド減速機の技術を元に長岡高専 5 年の大石克輝さ

図 -2　フラーと長岡高専の包括連携協定調印式 図 -3　長岡高専でのアプリ開発講義の様子
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んら現役高専生が創業したのが，拾壱・ビッグストー

ン（株）だ．

　このほかにも，ここ数年で高専卒業生・現役高専

生によって設立された会社を数多く耳にするように

なった．以下に，筆者が観測した高専関連起業家を

リストアップする．

高専起業家リスト【氏名（会社名）】：
　塚崎浩平（forent（株）），茨木隆彰（（株）ヘマ

タイト），寺嶋瑞仁（（株）CuboRex），山崎泰晴（（株）

エニバ），楠田　亘（（株）フレップテック），湯舟

武龍（（株）ハックツ），松永　大（（株）LOGICA）

　それぞれ高専時代に培った技術力を武器に，高専

時代に見つけた仲間たちとともに起業に至っている．

また，（株）CuboRex は新潟県長岡で，（株）フレッ

プテックは香川県で起業しており，高専生が在学中

や卒業直後に地元で起業をすれば東京ではなく地方

で起業家が誕生することになるという点も，高専卒

起業家が生み出せる価値の 1 つではないだろうか．

　上記のように，高専卒および在高専生起業家の数

は着実に生まれてきており，これからが楽しみだ．

今こそ高専の価値を，再認識すべき
とき

　高専卒業生の多くは，自動車・家電・素材などの

メーカや，電力・交通といったインフラ企業のよう

な，いわゆる伝統的な大企業に就職する．私はこれ

自体は素晴らしいことだと思っているし，否定した

いわけではないが，できれば高専生にはもっと幅広

い選択肢を知ってほしいと思っている．昨今の世界

経済を牽引しているのは明らかにインターネットを

中心とした新興 IT 企業であるし，大企業だけでな

く，ベンチャー企業や自ら起業家になるといった道

を選ぶ高専生がもっともっと増えることが，今後の

日本経済に重要なインパクトを与えると考えている．

　そして，そのように才能ある高専生が多様な進路

を選択できるようにするためにも，今一度社会が高

専の価値に気づくことが，大事な一歩であると考え

ている．高専生は，その実力に比べて社会からの評

価が低いことが，彼らの活躍を妨げる障壁になって

いると感じているからだ．

　高専は，現代社会で非常に重要となってきた技術

的な知識を中学校卒業後から身につけられる貴重な

教育期間であり，しかもそれが全国の都道府県に配

置されているため，日本中にいる若き優秀で情熱の

ある技術者が集う場所なのである．

　地域で育まれた高専生がどんどん起業をすること

で，日本の経済成長と地域の活性化の両面に貢献で

きると筆者は考えている．

　本稿がきっかけとなり，「地域に眠る日本の宝」，

高専生の存在について再認識してもらうことができ

たら，これほど嬉しいことはない．

（2019 年 3 月 31 日受付）

渋谷修太　info@fuller.co.jp　
　1988 年生新潟県出身．国立長岡工業高等専門学校卒業後，筑波
大学へ編入学．2011 年にフラー（株）を創業，代表取締役に就任．
2016年には世界有数の経済誌『Forbes』より 30歳未満の重要人物に
選出される．

図 -4　長岡高専生による会社設立記者発表会


